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町
の
玄
関
を
彩
る

コロナウイルスに感染したら／サツマイモ基腐病に注意
特集 町を守る人  ～長島町消防団～
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今月の表紙

５月31日（火） 10時８分頃

町民の動き

人口

男性

女性

世帯 4,434

（－4）

（－2）

（－2）

令和４年5月31日現在 ※（  ）は前月比

9,901
4,827
5,074

（＋9）

　長島の玄関、黒之瀬戸
大橋近くにアジサイが咲
いています。アジサイの
花言葉は「辛抱強い愛
情」だそうで、雨に耐えて
咲く姿が想像できます。
撮影前日は雨、当日は晴
れ。雨の多い季節が近づ
いています。
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[特集] 町を守る人～長島町消防団～
避難指示で必ず避難
コロナウイルスに感染したら
国民健康保険税が変わります
妊婦（イルカ）教室開催
サツマイモ基腐病に注意
防ごう！ジャンボタニシ被害
新しいフェリーの名称が決まりました
浄化槽の法定検査を受けましょう
国家を守る自衛官などを募集
ホームステイ受入先を募集
ながしまエコ通信
狩猟を行うには免許が必要です
７月は「社会を明るくする運動」強化月間
地域包括支援センターだより
スポーツ推進委員へ委嘱状交付
北薩森林組合が移転しました
町長動静
まちの話題
地域おこし協力隊通信
知っ得ボックス
長島文芸
町立図書館のおすすめ
Happy Smile ～１歳おめでとう～
うぶ声・お悔やみ・お礼
編集後記
［裏表紙］ キャンペーンレディの長島魅力発信
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町
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
活
動
を

行
っ
て
い
る「
消
防
団
」。地
域
に
密
着
し
、

平
常
時
は
訓
練
、防
災
広
報
、消
防
操
法

大
会
な
ど
の
活
動
を
、緊
急
時
は
消
火
・

救
助
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
に
、住
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
消
防
団
に
つ
い
て
、紹
介
し
ま
す
。
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町
を
守
る
人

〜
長
島
町
消
防
団
〜

特集



長
島
町
の
消
防
団
組
織
を
知
ろ
う

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、消
防
団
組

織
の
一
部
が
変
更
さ
れ
、次
の
よ
う
な
方

面
隊
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、各
方
面
隊
が
出
動
し
、団
員

数
２
９
１
人
が
、地
域
の
た
め
に
消
防
団

活
動
を
行
い
ま
す
。

新団長に
町口孝治氏を任命

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
長

島
町
消
防
団
長
に
就
任
し
た

町
口
孝
治
と
申
し
ま
す
。

　

平
素
よ
り
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
、消
防
団
活
動
に
多
大
な

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要

と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、地
域
を
守
る
と
い
う
使
命

感
を
持
っ
て
、町
民
の
皆
さ
ま

の「
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
」

を
築
く
た
め
に
日
々
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、近
年
の
社
会
情

勢
や
気
象
状
況
の
変
化
に
伴

い
、団
員
数
の
減
少
や
大
規

模
災
害
の
発
生
な
ど
消
防
団

も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面

し
て
お
り
、よ
り
力
強
い
消
防

団
と
な
る
た
め
に
は
地
域
の

企
業
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
、次
代
の
担
い
手
と
な

る
学
生
や
多
方
面
で
活
躍
で

き
る
女
性
の
増
員
を
図
っ
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、町
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
、よ
り
一

層
組
織
の
充
実
強
化
を
図

り
、団
員
は
基
よ
り
、関
係
機

関
や
町
民
と
一
体
と
な
っ
て

活
動
い
た
し
ま
す
の
で
、厚
い

ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
消
防
団
に
所
属
す
る
団
員
は
、普
段
は
別
の
仕

事
を
し
な
が
ら
、消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
る
時
は
消
防
団
員
」の
一
面
を
も
つ
団
員

に
、入
団
理
由
や
活
動
へ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
に
消
防
団
に
入
団
し
ま

し
た
。消
防
団
に
つ
い
て
は
、入
団
前
か
ら

認
識
し
て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
自
分
に

務
ま
る
の
か
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　

同
じ
団
員
の
か
た
が
た
が
優
し
く
し

て
く
れ
て
、少
し
だ
け
不
安
な
気
持
ち
が

解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
と
し
て
未
熟
な
私
で
す
が
、

率
先
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、微
力
な
が

ら
も
地
域
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

　

19
歳
で
入
団
し
、今
年
で
10
年
目
に
な
り
ま

す
。以
前
は
父
も
消
防
団
に
所
属
し
、幼
い
頃
に

見
た
父
の
背
中
に
憧
れ
て
入
団
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
は「
い
ざ
」と
い
う
時
に
円
滑
に
活
動

す
る
た
め
、連
携
が
大
事
で
す
。団
員
は
も
ち
ろ

ん
、地
域
の
か
た
が
た
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で

連
携
が
生
ま
れ
ま
す
。私
は
地
域
に
根
ざ
し
た
消

防
団
員
で
あ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
、団
員
一
丸
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

役場総務課消防係
☎（86）1111［直通］

問い合わせ先
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獅
子
島
分
団

４
班
32
人

蔵
之
元
分
団

指
江
分
団

城
川
内
分
団

２
班
23
人

２
班
21
人

２
班
23
人

第４
方面隊

山
門
野
分
団

川
床
分
団

汐
見
分
団

３
班
23
人

３
班
23
人

３
班
21
人

第１
方面隊

浦
底
分
団

平
尾
分
団

２
班
24
人

３
班
24
人

第３
方面隊

中
央
分
団

諸
浦
分
団

３
班
40
人

４
班
25
人

第２
方面隊

副団長兼
方面隊長

副団長兼
方面隊長

団長

副団長兼
方面隊長

女性消防団（椿妃隊）
８人

長島町消防団組織図
（令和４年４月１日現在）

団員数  291人あ
る
時
は
○
○

あ
る
時
は
消
防
団
員

地
域
防
災
の

要
と
し
て

消
防
団
員
募
集
中

　
災
害
や
火
災
は
、一
人
ひ
と
り

が
日
頃
か
ら
備
え
、注
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
災
害
や
火
災
が
起
き
る
と
、地

域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
が

住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、出
動
し
ま
す
。

　
家
族
や
大
切
な
人
を
、地
域
住

民
を
、愛
す
る
長
島
町
を
守
る
た

め
、消
防
団
は
地
域
に
欠
か
せ
な

い
存
在
で
す
。

新団長あいさつ

町
口
孝
治
団
長

消防操法大会（令和元年）消防出初式災害時活動入退団式（平成31年）

川
添
智
大
さ
ん（
29
歳
）

所
属
分
団
：
川
床
分
団

職
業
：
会
社
員

村
川
元
気
さ
ん（
29
歳
）

所
属
分
団
：
中
央
分
団

職
業
：
自
営
業

　
消
防
団
活
動
を
維
持
・
継

続
し
て
い
く
た
め
に
新
入

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
あ
な
た
の

力
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

・
町
内
に
住
ん
で
い
る

　
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　
る
か
た

・
18
歳
以
上
の
か
た

・
心
身
と
も
に
健
康
な

　
か
た

※

女
性
消
防
団
員
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
福
利
厚
生

・
出
動
報
酬
、年
報
酬
、

　
退
職
金
な
ど
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

・
公
務
災
害
共
済
、福

　

祉
共
済
、火
災
共
済

　
に
加
入
で
き
ま
す
。



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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昨
年
か
ら
市
町
村
が
発
表
す
る

避
難
情
報
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、大
雨
や
台
風
に
よ
る
被

害
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

避
難
情
報
に
は
十
分
注
意
し
、

安
全
確
保
の
た
め
の
行
動
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

役場総務課危機管理係
☎（86）1111［直通］

問い合わせ先

避
難
指
示
で
必
ず
避
難



役場介護環境課
環境衛生係

☎（86）1153［直通］

問い合わせ先

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
ら

　

町
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
自
身
だ
け
で
な
く
、家
族
や
近

く
の
人
が
感
染
し
て
濃
厚
接
触

者
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

家
族
が
感
染
し
、自
身
が
濃

厚
接
触
者
と
な
っ
た
時
の
行
動

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。偏
見
や
差
別
、誹

謗
中
傷
な
ど
が
な
い
よ
う
、冷
静

に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
が
感
染
し
、

濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
場
合

○
軽
症
の
場
合

　
感
染
者
は
、発
症
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
10
日
間
、か
つ
症
状
が
治

ま
っ
て
72
時
間
経
過
し
て
い
れ
ば
、

検
査
を
受
け
な
く
て
も
療
養
が
終
了

と
な
り
ま
す
。

　
濃
厚
接
触
者
は
同
様
に
し
て
、７

日
間
自
宅
待
機
と
な
り
、８
日
目
に

解
除
と
な
り
ま
す
。

○
無
症
状
の
場
合

　
感
染
者
は
、検
体
を
採
取
し
て
か

ら
７
日
間
経
過
す
れ
ば
、療
養
を
解

除
で
き
ま
す
。

　
濃
厚
接
触
者
に
つ
い
て
も
、感
染

し
た
本
人
が
検
体
を
採
取
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
７
日
間
が

自
宅
待
機
期
間
と
な
り
ま
す
。

自
宅
待
機
が
解
除
さ
れ
た
ら

　

濃
厚
接
触
者
の
自
宅
待
機
が
解

除
さ
れ
た
ら
、検
査
を
受
け
る
こ
と

な
く
、通
勤
や
通
学
な
ど
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、厚
生
労
働
省
は
待
機
が

解
除
さ
れ
た
あ
と
も
、10
日
間
経
過

す
る
ま
で
は
、感
染
対
策
を
徹
底
す

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

療
養
期
間
が
終
わ
る
ま
で
は
発

熱
が
な
い
か
検
温
す
る
な
ど
健
康

状
態
を
確
認
し
た
り
、感
染
拡
大
リ

ス
ク
の
高
い
場
所
の
利
用
や
会
食

を
避
け
た
り
す
る
な
ど
の
感
染
対

策
が
必
要
で
す
。

（
療
養
期
間
や
待
機
期
間
に
か
か
わ

ら
ず
、一
般
的
な
感
染
対
策
を
継
続

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
）
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新型コロナウイルスに感染した場合

軽
症
の
場
合

感染者
０
日
目

１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

５
日
目

６
日
目

７
日
目

８
日
目

９
日
目

10
日
目

11日目以降
療養解除

濃厚接触
した家族

０
日
目

１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

５
日
目

６
日
目

７
日
目

８日目以降
待機解除

⬇発症日

感染対策開始⬆

⬇症状が治まり72時間経過

無
症
状
の
場
合

濃厚接触
した家族

０
日
目

１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

５
日
目

６
日
目

７
日
目

８日目以降
待機解除

感染者
０
日
目

１
日
目

２
日
目

３
日
目

４
日
目

５
日
目

６
日
目

７
日
目

８日目以降
療養解除

⬇検体採取

感染対策開始⬆



役場税務課国民健康保険税係
☎（86）1172［直通］

問い合わせ先

　

町
で
は
、地
方
税
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、国
民
健
康
保
険

税
の「
賦
課
限
度
額
」と

「
未
就
学
児
の
均
等
割
額
」

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。未
申
告
の
か
た
は
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

○
日
時

　
２
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
が
、ど
ち
ら
か
だ
け

の
参
加
も
可
能
で
す
。

・
１
回
目
：
６
月
28
日（
火
）

　
午
後
１
時
15
分
〜
４
時（
受
付
午
後
１
時
〜
）

・
２
回
目
：
７
月
５
日（
火
）

　
午
後
１
時
15
分
〜
４
時（
受
付
午
後
１
時
〜
）

○
場
所

　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　
妊
娠・出
産
か
ら
育
児
に
関
す
る
知
識
や
方
法

な
ど
、妊
婦
さ
ん
の
質
問
や
相
談
に
応
え
ま
す
。

講
師
に
は
経
験
豊
富
な
助
産
師
も
迎
え
ま
す
。

（
内
容
の
詳
細
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
）

○
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
手
帳

○
参
加
料

　
無
料

妊
婦（
イ
ル
カ
）教
室
開
催

　
長
島
町
で
は
、年
間
１
０
０
人
近
く
の

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
が
元
気
に
健
康
で
育

つ
よ
う
、そ
し
て
家
族
が
出
産
・
育
児
を

安
心
し
て
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、町
で
は

妊
婦
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
妊
娠
の
か
た
も
、２
回
目
以

降
の
妊
娠
の
か
た
も
、妊
娠
し
た
喜
び
が

大
き
い
と
と
も
に
、戸
惑
い
や
不
安
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
教
室
に
参
加

し
て
、同
じ
頃
に
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
さ

ん
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
だ
り
、語
り
合
っ

た
り
し
て
友
達
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
妊
婦
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、家
族
の

か
た
も
参
加
で
き
ま
す
。

役場町民保健課保健予防係
☎（86）1157［直通］

問い合わせ先

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、参
加
者
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。37
・
５
度
以
上
の
発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
る
か
た
は
参
加
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。状
況
に
よ
り
、

教
室
が
開
催
延
期
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

63万円

19万円

17万円

99万円

65万円

20万円

17万円

１０2万円

令和４年度
（改正後）

令和３年度
（改正前）区 分

医療分

後期高齢者支援分

介護分

合 計

医
療
分

後
期
高
齢
者

支
援
分

未就学児均等割額の改正内容
軽減割合

軽減後均等割額（改正前）
保険税（改正後）

７割軽減
5,400円
2,700円

５割軽減
9,000円
4,500円

２割軽減
14,400円
7,200円

軽減なし
18,000円
9,000円

軽減割合
軽減後均等割額（改正前）

保険税（改正後）

７割軽減
2,400円
1,200円

５割軽減
4,000円
2,000円

２割軽減
6,400円
3,200円

軽減なし
8,000円
4,000円

賦課限度額の改正内容
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役場農政課農政係
☎（86）1136［直通］

問い合わせ先

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、令
和

２
年
度
か
ら
町
内
で
発
生
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、降
雨
に
よ
り
発
病
株

の
胞
子
が
拡
散
し
、周
辺
の
株
へ

感
染
し
て
発
病
の
拡
大
を
招
き

ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
定
植

後
、１
カ
月
後
く
ら
い
か
ら
発
生

が
確
認
さ
れ
る
た
め
、発
病
株
は

抜
き
取
り
、ほ
場
周
辺
に
放
置
せ

ず
に
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

発
病
株
除
去
後
は
、Ｚ
ボ
ル

ド
ー
や
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
な

ど
の
銅
剤
を
散
布
し
、感
染
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
注
意

○
発
病
状
況

・
定
植
２
週
目
〜

　

発
病
株
が
散
見
さ
れ
、苗
消
毒
な
ど

で
除
去
で
き
な
か
っ
た
株
が
発
病
す
る
。

・
定
植
５
週
目
頃

　

発
病
株
が
増
加
し
、前
作
の
土
壌
残

さ
由
来
の
発
病
が
始
ま
る
。

・
定
植
６
週
目
以
降

　
二
次
伝
染
に
よ
り
、病
勢
が
進
展
す

る
。病
気
の
拡
大
に
よ
り
、地
上
部
一
部

が
枯
死
す
る
。

○
薬
の
種
類

　

Ｚ
ボ
ル
ド
ー
、ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和

剤
、ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

薬
剤
防
除
の
基
本

※

適
正
な
苗
消
毒
お
よ
び
ほ
場
の
排
水
対
策

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
条
件
で
す
。

・発病株の除去と周辺株への銅
　剤散布を行う。

定植２週目 ～

・発病株の除去と周辺株への銅
　剤散布を行う。
・アミスターの全面散布を行う。

定植５週目頃

・感染を助長する豪雨・台風など
　の前に薬を予防散布する。
・事前にできなかった場合は、降
　雨後速やかに散布する。
※銅剤、アミスターは連続使用
　せず、交互に散布する。

定植６週目以降

も
と
ぐ
さ
れ



ほ場に生息するジャンボタニシ

新しいフェリーのイメージ

　
町
内
で
は
例
年
、ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）の
被
害

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。田
植
え

時
期
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、次

の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
農
業
機
械
の
足
回
り
洗
浄

　

使
用
後
の
農
業
機
械
は
き
ち
ん

と
洗
浄
し
、未
発
生
地
区
に
持
ち
込

ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
水
口
ネ
ッ
ト
の
設
置

　

水
路
に
は
水
田
よ
り
も
大
き
な

貝
が
生
息
し
て
い
る
の
で
、入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

③
丁
寧
な
代
か
き

　
ほ
場
が
均
平
で
な
い
場
合
は
、水

深
の
深
い
場
所
で
集
中
的
に
被
害

が
出
や
す
い
の
で
、丁
寧
に
代
か
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
浅
水
管
理

　

ほ
場
は
田
植
え
後
約
３
週
間
ま

で
は
、水
深
を
４
㌢
以
下（
理
想
は

１
㌢
）に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
剤
散
布

　
田
植
え
後
に
ス
ク
ミ
ノ
ン
な
ど
の

薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

防
ご
う
！
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
被
害

　

長
島
町
諸
浦
港
と
片
側
港
、天
草

市
新
和
町
中
田
港（
熊
本
県
）を
結
ぶ

新
し
い
フ
ェ
リ
ー
の
名
称
を
募
集
し
、

応
募
総
数
３
２
２
件
の
中
か
ら「
ロ
ザ

リ
オ
カ
ー
ム
」と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
令
和
５
年
２
月
の
就
航
を

目
指
し
て
、建
造
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
決
定
し
た
フ
ェ
リ
ー
の
名
称

  「
ロ
ザ
リ
オ
カ
ー
ム
」

○
名
称
の
意
味（
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
）

　

長
島
・
天
草
航
路
は
１
年
を
通
し
て
安

全
に
運
航
で
き
る
穏
や
か
な
海
で
す
。穏

や
か
な
海
を「
凪
」と
い
い
、英
語
で
は

「
ｃ
ａ
ｌ
ｍ（
カ
ー
ム
）」と
い
い
ま
す
。

　
「
ロ
ザ
リ
オ
」と
い
う
名
称
は
長
島
・
天

草
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
愛
着
の
あ
る
名

称
で
あ
る
た
め
、ぜ
ひ
残
し
た
い
と
思
い
、

名
付
け
ま
し
た
。

○
受
賞
者
お
よ
び
受
賞
作
品

・
最
優
秀
賞

　
新
木
孝
志
郎
さ
ん（
熊
本
県
天
草
市
）

　
「
ロ
ザ
リ
オ
カ
ー
ム
」

・
優
秀
賞

　
豊
田
真
央
さ
ん（
長
島
町
）

　
「
フ
ェ
リ
ー
サ
ム
ア
イ
ラ
ン
ド
」

　
森
久
和
紀
さ
ん（
愛
知
県
安
城
市
）

　
「
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ル
」

新
し
い
フ
ェ
リ
ー
の
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た

役場農政課農政係
☎（86）1136［直通］

問い合わせ先

役場企画財政課企画調整係
☎（86）1134［直通］

問い合わせ先
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浄
化
槽
は
私
た
ち
の
生
活
か
ら
排

出
さ
れ
た
汚
水
を
浄
化
し
、き
れ
い

な
水
に
し
て
流
す
こ
と
が
で
き
る
装

置
で
す
。

　
浄
化
槽
の
使
用
者
は
浄
化
槽
の
保

守
点
検
や
清
掃
と
は
別
に
、こ
れ
ら

が
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、機
能
が

正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

す
る
法
定
検
査
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
検
査
は（
公
財
）鹿
児
島
県
環
境
保

全
協
会
の
検
査
員
が
行
い
ま
す
。こ

の
う
ち
、定
期
検
査
に
つ
い
て
は
４
年

に
１
度
の
基
本
検
査
と
４
年
に
３
回

の
採
水
員
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
検
査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽
の
使

用
者
に
は
、事
前
に
日
程
通
知
が
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

鹿児島県生活排水対策室
☎099（286）3685［直通］

役場水道課下水道係
☎（86）1114［直通］

（公財）鹿児島県環境保全協会
☎099（296）9000［直通］

問い合わせ先

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
防
衛
省
で
は
、次
の
と
お

り
自
衛
官
な
ど
を
募
集
し

ま
す
。令
和
４
年
度
の
採
用

人
員
に
つ
い
て
は
決
定
次

第
、自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
ま

す
の
で
、確
認
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、受
付
期
間

や
試
験
日
な
ど
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
家
を
守
る
自
衛
官
な
ど
を
募
集

募
集
資
格

募
集
種
目

受
付
期
間

一
次
試
験
期
日

７
月
１
日（
金
）

〜

９
月
８
日（
木
）

７
月
１
日（
金
）

〜

９
月
５
日（
月
）

９
月
19
日（
月
）

９
月
15
日（
木
）〜

18
日（
日
）

※

い
ず
れ
か
１
日

を
指
定
さ
れ
ま
す

年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す

受
付
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す

海 空

航
空

学
生

一
般
曹
候
補
生

自
衛
官
候
補
生

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

高
卒
者（
見
込
含
）ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了
者（
見
込
含
む
）

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

高
卒
者（
見
込
含
）ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了
者（
見
込
含
む
）

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

（
32
歳
の
者
は
、採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
）

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

（
32
歳
の
者
は
、採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
）

役場総務課危機管理係
☎（86）1111［直通］

問い合わせ先

自衛隊鹿児島地方
協力本部薩摩川内出張所
☎ 0996（22）2401

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

法定検査の様子

合
併

浄
化
槽

5,000円

単
独

浄
化
槽

4,000円

基本検査
（ガイドライン検査）採水員検査

3,000円

検査手数料について（一般家庭５～10人槽）
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野外焼却禁止の例外行為

国や地方公共団体がその施設の管理を行う
ために必要な廃棄物の焼却

震災、風水害、火災、凍霜害やそのほかの災
害の予防、応急対策または復旧のために必
要な廃棄物の焼却

風俗慣習上または宗教上の行事を行うため
に必要な廃棄物の焼却

農業、林業または漁業を営むためにやむを
得ないものとして行われる廃棄物の焼却

たき火そのほか日常生活を営む上で、通常
行われる廃棄物の焼却

町教育委員会社会教育課
☎（88）6500［直通］

問い合わせ先

役場介護環境課環境衛生係
☎（86）1153［直通］

問い合わせ先

○
受
入
申
込
期
限

　
６
月
30
日（
木
）

○
受
入
条
件

　
小
学
校
高
学
年
程
度
の
児
童

の
い
る
家
庭

○
受
入
期
間

　
８
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す 

〜
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
〜

※

一
般
家
庭
の
燃
や
せ
る
ご
み

で
あ
っ
て
も
、生
ご
み
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
焼

却
で
き
ま
せ
ん
。

※

例
外
で
あ
っ
て
も
、周
囲
の

住
環
境
へ
の
配
慮（
煙
、火
災
）

を
気
に
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

※

せ
ん
定
枝
や
落
ち
葉
、刈
り

草
な
ど
に
つ
い
て
は
、燃
や
せ

る
ご
み
の
日
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
か
、環
境
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
む
こ
と

も
可
能
で
す
。

ホストファミリーと東神楽町の児童（平成30年度）

　

野
焼
き
は
煙
・
悪
臭
に
よ

る
近
所
迷
惑
、有
害
物
質
の

発
生
、火
災
の
原
因
な
ど
に

つ
な
が
る
た
め
、廃
棄
物
処

理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
す
る
と
、５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０

万
円（
法
人
は
３
億
円
）以
下

の
罰
金
、ま
た
は
こ
れ
の
併

科
に
よ
る
処
罰
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
の
例
外
の
場

合
は
、野
焼
き
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、苦
情
な
ど
が

あ
れ
ば
、指
導
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
町
で
は
、平
成
26
年
度
か
ら
花

の
町
と
し
て
交
流
の
あ
る
北
海

道
東
神
楽
町
の
児
童
と
の
交
流

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
同
町
の
小
学

５・６
年
生
25
人
を
招
い
て
、「
な

が
し
ま
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
実

施
す
る
予
定

で
、児
童
が
宿

泊
す
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 ホ

ー
ム
ス
テ
イ
受
入
先
を
募
集

１

２

３

４

５
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【
狩
猟
免
許
試
験
】

○
日
時

　
８
月
28
日（
日
）午
前
９
時
〜

○
申
請
書
な
ど
の
提
出
期
間

　
７
月
15
日（
金
）〜
８
月
12
日（
金
）

○
会
場

　
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

【
狩
猟
免
許
取
得
講
習
会
】

○
日
時

　
８
月
７
日（
日
）午
前
９
時
〜

○
申
請
書
な
ど
の
提
出
期
限

　
７
月
28
日（
木
）

○
会
場

　
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

北薩地域振興局農林水産部
☎（25）5509

役場耕地林務課林務係
☎（86）1159［直通］

問い合わせ先

　
狩
猟
を
行
う
た
め
に
は

狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。免
許
の

種
類
は
使
用
す
る
猟
具
に

よ
り
、網
猟
免
許
、わ
な
猟

免
許
、第
一
種
銃
猟
免
許
、

第
二
種
銃
猟
免
許
の
４
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
猟
友
会
出
水

支
部
で
は
、試
験
に
伴
い
狩
猟
免

許
取
得
講
習
会
の
開
催
や
受
講
料

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

狩
猟
を
行
う
に
は
免
許
が
必
要
で
す

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」強
化
月
間

役場町民保健課戸籍住民係
☎（86）1157［直通］

問い合わせ先

　
第
72
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、全
て
の
国
民
が
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
、

そ
れ
が
大
き
な
力
に
変
わ
り
ま
す
。

更生ペンギンの
ホゴちゃん

更生ペンギンの
サラちゃん
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答え） ①ウデドケイ　②メンタイコ　③ナンキョク　④ランドセル　⑤タマテバコ

高
齢
者
の
保
健
事
業×

介
護
予
防
事
業　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

脳トレ
コーナー

次
の
文
字
を
並
び

替
え
て
、単
語
を
完

成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

答
え
は
ペ
ー
ジ
下

に
あ
り
ま
す
。

①
ド
ウ
デ
イ
ケ

②
タ
コ
メ
イ
ン

③
ク
ン
キ
ョ
ナ

④
セ
ン
ド
ラ
ル

⑤
バ
タ
コ
テ
マ

　

高
齢
者
の
健
康
状
態
の
特
性
と
し

て
、高
血
圧
や
心
疾
患
、骨
粗
し
ょ
う

症
な
ど
生
活
習
慣
や
加
齢
に
伴
う
症

状
、認
知
機
能
の
低
下
や
め
ま
い
、視

力
・
聴
力
障
害
な
ど
の
症
状
が
出
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
っ
て
体
や
心
の
状
態
が

弱
く
な
り
、社
会
参
加
の
機
会
が
減
る

な
ど
多
面
的
な
問
題
を
抱
え
や
す
く

な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、誰

に
で
も
起
こ
り
得
る
正
常
な
変
化
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、新
た
な
病
気
の

予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
で
き
る
だ
け
長
い
間
、健
康
な
体
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
、町
で
は
令
和
３
年

度
か
ら
高
齢
者
の「
疾
病
予
防
・
重
症

化
防
止
」、「
生
活
機
能
低
下
防
止
」へ

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
を「
も
う
歳

だ
か
ら
」と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん

か
。一
度
き
り
の
人
生
を
、で
き
る
だ

け
楽
し
く
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
日
時

　
７
月
15
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

○
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル

　
憩
い
の
部
屋

※

変
更
に
な
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

＊ 次
回の「ろばカフェ」 ＊

理学療法士による講話の様子

役場介護環境課地域包括係
☎（86）1153［直通］

問い合わせ先

老人クラブやサロンなどの
集まりに出張します

　

公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ

る
集
ま
り
に
出
張
し
、健
康

や
介
護
予
防
に
関
す
る
講

話
や
実
践
を
行
い
ま
す
。

「
イ
ン
ボ
デ
ィ
」と
い
う
機
器

を
使
用
し
て
、体
の
筋
肉
量

な
ど
の
測
定
も
で
き
ま
す
。

○
講
師

　

保
健
師
、歯
科
衛
生
士
、

理
学
療
法
士
な
ど

○
費
用

　
無
料

○
時
間

　
１
時
間
30
分
程
度

　
（
要
相
談
）

○
申
込
方
法

　
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健康のための３つの心掛け
①健診を受けましょう。
②通いの場など社会参加活動をしましょう。
③心配ごとはかかりつけ医へ相談しましょう。
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

移
転
し
た
北
薩
森
林
組
合
長
島
支
所

町
長
動
静

５
月《
皐
月
》

９
日（
月
）

11
日（
水
）

13
日（
金
）

17
日（
火
）

18
日（
水
）

19
日（
木
）

20
日（
金
）

21
日（
土
）

23
日（
月
）

24
日（
火
）

26
日（
木
）

27
日（
金
）

30
日（
月
）

語
り
、動
き
ま
す
。

（
公
財
）日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
事
業・会
計
監
査（
東
京
都
）

諏
訪
義
則
氏
へ
感
謝
状
贈
呈（
役
場
）

鹿
児
島
県
農
地
海
岸
保
全
協
会
通
常
総
会

鹿
児
島
県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会

九
州
地
区
道
路
利
用
者
会
議
定
時
総
会（
鹿
児
島
市
）

全
国
道
路
利
用
者
会
議
定
時
総
会（
東
京
都
）

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会

通
常
総
会（
東
京
都
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
臨
時
議
会（
阿
久
根
市
）

鹿
児
島
県
森
林
整
備
公
社
監
事
監
査（
鹿
児
島
市
）

６
月
補
正
予
算
町
長
査
定（
役
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
阿
久
根
川
内
道
路

決
起
大
会（
薩
摩
川
内
市
）

鹿
児
島
県
森
林
整
備
公
社
理
事
会

鹿
児
島
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
組
合
会（
鹿
児
島
市
）

長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
寄
付（
役
場
）

１
０
０
歳
お
祝
い（
町
内
）

全
国
治
水
砂
防
協
会
通
常
総
会（
東
京
都
）

北
薩
地
域
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
総
会

北
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会（
薩
摩
川
内
市
）

（
公
財
）日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
第
１
回
理
事
会（
東
京
都
）

北
薩
森
林
組
合
が

移
転
し
ま
し
た

北薩森林組合長島支所
☎（65）1500［直通］

問い合わせ先

　
鷹
巣
地
区
に
あ
っ

た
北
薩
森
林
組
合

長
島
支
所
は
、５
月

19
日（
木
）か
ら
役
場

指
江
支
所
内
に
移

転
し
ま
し
た
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

町教育委員会社会教育課
☎（88）6500［直通］

問い合わせ先

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
へ
委
嘱
状
交
付

平藪 武志
濵田 健二
下塩見 浩
山角  　豊
﨑野 京子
池田 安彦
山頭 松子
福山 　聡
山本 清喜
川中 珠美
道添 未地
児玉 広大
脇田かおる
梅田 祐希

野球・ソフトボール
剣道
ソフトボール・陸上
バレーボール・テニス
バレーボール
バレーボール・陸上
ミニバレーボール
ミニバレーボール
ソフトボール、ミニバレー
ミニバレーボール・スキー
バレーボール・ミニバレーボール
野球・ソフトボール
バスケットボール・ミニバレーボール
トライアスロン

氏 名 得意競技・過去に経験のある競技
長島町スポーツ推進委員名簿

　
令
和
４
年
度
か
ら
、同
５
年
度
の
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
、町
教
育

委
員
会
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
交
付
式
が
５
月
27
日
の
第
１
回
定
例

会
で
行
わ
れ
、14
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
ら
は
今
後
、地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
推
進
や
町
の
体
育
行
事
の
運
営
と
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

へ
の
協
力
要
請
な
ど
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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次の世代へ引き継ぐ
5/11
（水）

職業奉仕賞を受賞

受賞したサンレディー長島加工組合のかたがた

　５月11日、サンレディー長島加工組合（赤瀬栄
子代表）が職業奉仕賞を受賞しました。
　これは、阿久根ロータリークラブが毎年行って
いて、職業奉仕の精神を体現している個人や法
人に贈られます。
　同組合は、平成16年度から地元の食材を使用
した加工品を生産販売しており、農林水産物の
消費拡大や地域活性化に大きく貢献しています。
　赤瀬代表は「歴代のかたたちのおかげで、ここ
まで活動してきた。今回の受賞はその恩返しと
思っている。今後は長島の食の伝統を次の世代
へ引き継げるよう、若手の育成に力を入れたい」
とこれまでの感謝と今後の抱負を語りました。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

悔しさを晴らすために
4/25
（月）

長島合同軟式野球部が優勝 試合中でのミーティングの様子

はつらつとしたプレーをみせる選手ら

　長島合同軟式野球部（村岡俊一郎監督・15人）
が、第52回鹿児島県中学校春季選抜野球大会出水
地区大会で優勝し、輝かしい功績を残しました。
　同部は、町内４校（鷹巣、川床、長島、平尾）の合同
チームとして昨年７月から活動。これまでも全日本
予選地区大会で優勝、出水地区新人戦で準優勝
するなど結果を残してきました。
　４月に開催される県大会へ出場する予定でした

が、新型コロナウイルス感染症の影響により、出場
を辞退。その後の２大会も辞退し、同部はそのまま
解散したため、選手たちは悔しい思いをしました。
　鷹巣中野球部の宮脇銀太キャプテンは「優勝し
た時はうれしいよりもホッとした。県大会に出場
できないと決まった時は、本当に悔しかった。この
悔しさを晴らすために、これまで以上に感染対策
を徹底して練習に励み、地区優勝を目指したい」
と心の内を明かしました。
　３年生にとって最後の大会となる鹿児島県中学
校総合体育大会地区予選は、６月14日（火）から
開催されます。

優勝を果たした野球部員と保護者ら
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町民の安心安全のために尽力
5/11
（水）

消防特別功労感謝状を贈呈

感謝状を贈呈された諏訪さん（写真左）

　５月11日、諏訪義則さん（上揚）へ川添健町長から消
防特別功労感謝状が贈呈されました。
　諏訪さんは昭和50年に旧東町消防団に入団し、平成
10年に消防団長に就任。平成18年の合併後は、長島町
消防団の初代団長を令和３年度まで勤めました。
　平成26年には消防団の最高栄誉賞である「まとい」の
受章や平成30年には第26回全国消防操法大会小型ポン
プの部で準優勝するなど、輝かしい功績を残しました。
　諏訪さんは「これまで多くのかたに支えられながら、
町民の安心安全のために全力を尽くしてきた。今後は、

長島町消防団のさらなる発展に期待したい」
と話しました。

青少年育成に活用して
5/24
（火）

長島ライオンズクラブが寄付

川添町長に目録を手渡す小﨑会長（写真左から２人目）

　５月24日、長島ライオンズクラブ（小
﨑春海会長）から町へ寄付がありました。
　同クラブは21人の会員がおり、社会奉
仕活動団体として花壇の手入れや献血活
動、学校にはがきを配布する「愛の定期
便」、絵画ポスターコンクールの開催など
の活動を行っています。
　小﨑会長は「子どもたちのために何か
できないかと思い、今回寄付した。青少年
育成に活用してほしい」と話しました。
　寄付金は先日リニューアルした図書館
の図書増冊に使用されます。

これからもお元気で
5/24
（火）

１００歳のお祝い

100歳を迎えた火之浦さん（写真右）

　５月28日で100歳の誕生日を迎える火之浦ツヨ
さん（火ノ浦）へ川添町長からお祝いの賞状とお祝い
の品が手渡されました。
　火之浦さんは現在、車椅子に乗って生活しています
が、体が動くうちは畑仕事に精を出しました。
　火之浦さんは「体を動かしてずっと働いてきたこ
とが、今につながっている。好きなものを食べることが
長生きの秘訣だ」と話しました。
　川添町長は「これからもお元気で」と激励の言葉を
贈りました。
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将来の選択に役立てる
5/26
（木）

鷹巣中が職場体験学習

指導を受けて重機を操作する生徒

　５月26日、鷹巣中学校（瀬戸口浩司校長・126
人）で職場体験学習がありました。
　働くことの意義や職業に対する意識を高め、職業
選択能力や保護者や身近な人の仕事への理解を
養うことを目的に、３年生52人が体験しました。
　当日は建設業協会出水支部の協力により、現在
造成中の長島町総合運動公園現場の見学のほか、
重機試乗体験や測量体験などを行いました。
　平田綜偉君は「初めて重機を操作したけど、操作
が多くて難しかった。普段できない体験ができたの

で、将来の進路選択に役立てたい」と話しました。

そうい

今後も役立てて
5/28・29
　　 （土）  （日）

制服リユース事業を実施 当日の配布会場の様子

　５月28日、29日の２日間、鷹巣の役場ロビーで
使わなくなった制服などを配布する制服リユース
事業が行われました。
　これは、まだ使えるのに捨てるにはもったいない
制服や体育服、かばんなどを再利用できないかとい
う目的で行われ、町内小中学校指定の制服など159
点の提供品が集まり、51点が再利用されました。
　制服などを受け取ったかたは「制服などは高い
ので、すごく助かった。大切に使わせてもらう」と
話しました。

　制服リユース事業は今後も継続予定で、制服の募
集時期などについては、決まり次第お知らせします。

３年ぶりの開催、盛大に
5/26
（木）

第17回自治公民館対抗ゲートボール大会

優勝した薄井チーム

　町民の健康増進と健全な自治公民館づくり
を目的とした第17回自治公民館対抗ゲート
ボール大会が、５月23日から26日にかけて
開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の感染対策を
十分に講じて３年ぶりの開催となった今大会
は、11自治公民館から18チームが参加。１次、
２次予選を行い、上位４チームが総当たり戦
の決勝戦が行われました。
　試合では１打ごとに形勢が入れ替わる熱戦
が多く見られ、盛り上がり
を見せていました。今大
会は、薄井チームが、全勝
で優勝を果たしました。

【優勝】 薄井
【準優勝】 本町Ｂ
【３位】 山中Ａ
【４位】 浦底Ａ
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協
力
隊
の
江
副
佑
輔
さ
ん
が
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト「
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な
ん
だ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
江
副
さ
ん
が
町
内
で
関
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
活

動
を
通
じ
て
、課
題
解
決
の
一
助
に
つ
な
が
る

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
な
ど
を
、パ
ネ
リ
ス
ト
を
交

え
て
語
り
ま
す
。奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こんなことやっています！こんなところでがんばっています！

地 域 おこし 協 力 隊 通 信

デ
ザ
イ
ン
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
を
や
り
ま
す
！

獅
子
島
ツ
ア
ー
を
開
催
！

　

協
力
隊
の
山
田
周
さ
ん
が
企
画
す
る

「
も
っ
と
長
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
５
月
21

日
、22
日
の
２
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、長
島
町
を
構
成
す
る
島
の
１

つ
、獅
子
島
を
巡
る
ツ
ア
ー「
そ
う
だ
！
今

こ
そ
！
獅
子
島
へ
行
こ
う
！
」が
実
施
さ

れ
、町
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
ら
９

家
族
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
集
合
場
所
か
ら
バ
ス
で
出

発
。諸
浦
港
発
の
天
長
フ
ェ
リ
ー
で
獅
子

島
に
渡
る
と
、現
地
で
は
山
田
さ
ん
か
ら

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
化
石
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
片
側
港
を
出
る
と
、黒
崎
空
中
展
望
所

や
獅
子
神
社
、鉈
崎
望
洋
回
廊
、七
郎
山

な
ど
獅
子
島
の
名
所
を
、山
田
さ
ん
の
解

説
を
交
え
な
が
ら
バ
ス
で
巡
り
ま
し
た
。

　

獅
子
島
化
石
パ
ー
ク
で
は
、化
石

探
索
を
通
し
て
、化
石
の
島
で
知
ら

れ
る
獅
子
島
の
魅
力
を
参
加
者
ら
は

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は「
獅
子
島
は
長
島
町

の
大
き
な
魅
力
の
１
つ
。足
を
運
ん

だ
こ
と
の
な
い
か
た
は
、そ
の
魅
力

に
触
れ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

※

今
回
の
開
催
に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
、１
カ
月
の
延
期
が
あ
り
、参
加
で
き

な
か
っ
た
か
た
も
い
ま
し
た
。当
初
は
１
日

の
み
の
開
催
の
と
こ
ろ
、２
日
間
に
増
や

し
、参
加
者
を
分
散
し
て
密
を
避
け
る
取

り
組
み
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

役場地方創生課
☎（86）1101［直通］

問い合わせ先

○
日
時

　
７
月
２
日（
土
）

　
開
場　
17
時
30
分

　
18
時
〜
20
時
予
定　

○
会
場
お
よ
び
視
聴
方
法

・
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
１
階　
大
ホ
ー
ル

・
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

○
申
込
方
法

　

不
要
。オ
ン
ラ
イ
ン
視

聴
の
み
、次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

天長フェリーで獅子島に上陸（片側港）

七郎山の由来を学ぶ一同（御所浦港）

化石を知る（獅子島化石パーク）

化石発掘を体験
（獅子島化石パークそば）すぐに見つかる化石に驚き

歴史ある鳥居（獅子神社入口）

化石モニュメントがお出迎え（片側港そば）

気分の上がる遊歩道（黒崎空中展望所）
デッキからの圧巻のパノラマビュー（黒崎空中展望所）

絵画のような絶景（鉈崎望洋回廊）

獅子島の最高峰を満喫（七郎山）

参拝できます（獅子神社）

な
た
ざ
き
ぼ
う
よ
う
か
い
ろ
う
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知
っ
得
ボ
ッ
ク
ス

長島町観光協会
（役場水産景観課内）
☎（86）1137［直通］

問い合わせ先

知っ
てお

くと
、 お

  得な情報ボックス

！

役場総務課消防係
☎（86）1111［直通］

問い合わせ先
役場福祉事務所障害福祉係
☎（86）1146［直通］

申し込み・問い合わせ先

役場福祉事務所高齢者支援係
☎（86）1146［直通］

請求・問い合わせ先

阿久根地区消防組合東分遣所
☎（86）0119［直通］

阿久根地区消防組合長島分遣所
☎（88）5333［直通］

請求・問い合わせ先

役場建設課建築係
☎（86）1132［直通］

問い合わせ先

長島町観光協会
（役場水産景観課内）
☎（86）1137［直通］

問い合わせ先

　

令
和
４
年
度
の
長
島
町

消
防
操
法
大
会
を
６
月
26

日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

開
催
の
中
止
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

納
涼
大
会
や
あ
づ
ま

Ｃ
Ｕ
Ｐ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大

会
、ブ
リ
の
つ
か
み
取
り

大
会
な
ど
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、中
止
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

戦
没
者
な
ど
遺
族
に
対
す
る
第
11
回
特

別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、こ
の
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、早
め

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
請
求
期
限

　
令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）

○
支
給
対
象
者

　
令
和
２
年
４
月
１
日
を
基
準
と
し
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」、「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」な

ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、支
給
順

位
で
順
位
が
先
に
な
る
遺
族
一
人
に
支
給
。

○
支
給
順
位

①
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
受
給
権
者

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の（
１
）父
母（
２
）孫（
３
）

祖
父
母（
４
）兄
弟
姉
妹

　
町
で
は
、手
話
の
基
礎
的
な
技
術
を
学
び

た
い
か
た
や
手
話
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
み
た
い
か
た
な
ど
を
対
象
に

手
話
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
手
話
を
習
っ
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
の
か

た
も
歓
迎
し
ま
す
。興
味
の
あ
る
か
た
は
、気

軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　
小
学
４
年
生
以
上

○
開
催
期
間
お
よ
び
時
間

　
７
月
13
日（
水
）〜
12
月
７

日（
水
）ま
で
の
毎
週
水
曜
日

（
全
21
回
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

○
会
場

　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

○
受
講
料

　
無
料

※

支
給
要
件
が
あ
り
、遺
族
の
状
況（
婚

姻
・
養
子
縁
組
・
生
計
同
一
な
ど
）に
よ
り

順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
・
姪
な
ど
）

○
支
給
内
容

　
名
称
：
第
11
回
特
別
弔
慰

金
国
庫
債
券「
い
号
」

　
額
面：
25
万
円（
５
年
償
還

の
記
名
国
債
）

県砂防課
☎ 099（286）3616

問い合わせ先

　

県
で
は
６
月
を
土
砂
災
害
防
止
月
間
と

し
て
、土
砂
災
害
の
防
止
お
よ
び
被
害
の
軽

減
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
土
砂

災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
地

域
、避
難
場
所
・
避
難
所
、

避
難
経
路
の
情
報
を
確
認

す
る
な
ど
、日
頃
の
備
え
と

早
め
の
避
難
を
お
願
い
し

ま
す
。

役場建設課建築係
☎（86）1132［直通］

問い合わせ先

　

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
と

は
、が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
、住
民
の
生

命
が
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
に

建
っ
て
い
る
住
宅
を
、安
全
な
場
所
に
移
転

す
る
た
め
、国
と
県
お
よ
び
町
が
移
転
者
に

危
険
住
宅
の
除
却
な
ど
に
要

す
る
費
用
と
、新
た
に
建
設

ま
た
は
購
入
す
る
住
宅
に
要

す
る
経
費（
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
た
借
入
金
の
利

子
相
当
額
）に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

※

損
害
保
険
料（
３
５
０
円
）は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

○
申
込
期
限

　
７
月
５
日（
火
）

　

消
防
法
第
８
条
第
１
項
に
規
程
す
る
防

火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

○
講
習
日
時

　
７
月
25
日（
月
）・26
日（
火
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
場
所

　
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね（
阿
久
根
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
）交
流
室
１・２

○
募
集
人
員

　
30
人

令
和
４
年
度

町
消
防
操
法
大
会
を
中
止

　

長
島
青
少
年
旅
行
村

（
小
浜
海
水
浴
場
・
キ
ャ

ン
プ
場
）と
あ
づ
ま
海
水

浴
場
、松
ヶ
平
キ
ャ
ン
プ

場
を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
。

○
開
設
期
間

　
７
月
16
日（
土
）〜
８
月
31
日（
水
）

海
水
浴
場
お
よ
び

キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

危
険
空
き
家
の

解
体
費
用
を
補
助
し
ま
す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金

令
和
４
年
度

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

○
受
講
申
込
受
付
期
限

　
７
月
１
日（
金
）

○
受
講
料

　
３
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

○
対
象
者

　
阿
久
根
市
・
長
島
町

内
に
居
住
さ
れ
て
い

る
ま
た
は
阿
久
根
市
・

長
島
町
内
の
事
業
所

な
ど
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
か
た

険
な
空
き
家
の
解
体
を
促
進
し
、安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、空
き

家
な
ど
の
解
体
工
事
の
費
用
の一部
を
補
助

し
ま
す
。（
長
島
町
危
険
空
家
等
解
体
撤
去

事
業
）

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
補
助
金
額

　
解
体
撤
去
工
事
の
費
用
の
80
㌫
以
内
の
額

○
条
件

・
長
島
町
危
険
空
家
等
解
体
撤
去
事
業
要

綱
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
こ
と

・
公
共
事
業
な
ど
の
補
償
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と

・
火
災
を
原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
募
集
期
限

　
７
月
29
日（
金
）

※

申
請
件
数
が
多
数
の
場

合
は
締
め
切
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
注
意
事
項

・
申
請
し
た
場
合
で
も
、必

ず
実
施
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
こ
れ
ま
で
申
請
さ
れ
た
も
の
か
ら
順
次

予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
ま
す
。

・
現
地
調
査
で
補
助
対
象
外
と
判
断
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
家
財
、立
木
な
ど
の
処
分
費
用
は
対
象
外

で
す
。

・
倉
庫
単
体
の
解
体
撤
去
は
対
象
外
で
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
補
助
内
容

・
危
険
住
宅
の
撤
去
お
よ
び
移
転（
上
限
97

万
５
千
円
）

・
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
な
ど

で
、金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
の

借
入
金
の
利
子
相
当
額（
上
限
７
３
１
万
８

千
円
）

○
対
象

・
県
の
建
築
基
準
法
施
行
条
例
に
基
づ
く

災
害
危
険
区
域（
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
）

・
県
の
建
築
基
準
法
施
行
条
例
に
基
づ
く

が
け
の
区
域

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

※

危
険
住
宅
居
住
者
の
親
族
が
居
住
者
の

た
め
に
住
宅
を
建
設
ま
た
は
購
入
す
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

危
険
住
宅
を
撤
去
し
、公
営
住
宅
に
入
居

し
た
り
、親
族
の
家
に
同
居
し
た
り
す
る
場

合
も
、事
業
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、空
き

家
の
撤
去
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
の
危

納
涼
大
会
な
ど
を
中
止

手
話
入
門
講
座
受
講
生
募
集

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
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海
凪
ぎ
て
吹
き
来
る
風
に
咲
き
初
む
る
白
百
合
淡
き
匂
ひ
放
て
る

あ
り
あ
り
と
夜
明
け
の
夢
に
現
れ
て
病
癒
え
し
友
が
旅
支
度
す
る

梅
雨
寒
の
暗
き
家
内
に
掛
け
を
り
し
和
服
の
模
様
妖
し
く
光
る

吹
き
つ
け
る
海
風
寒
し
姿
な
き
目
白
の
鳴
き
声
弱
く
い
と
ほ
し

農
道
の
水
た
ま
る
際
に
燕
お
り
土
を
咥
え
る
嘴
動
く

足
腰
の
痛
む
齢
は
是
非
も
な
く
息
子
に
譲
り
し
牛
鳴
く
夕
べ

分
蜂
せ
し
蜜
蜂
巣
箱
に
入
る
さ
ま
を
飽
か
ず
眺
む
る
今
日
は
良
き
日
ぞ

さ
緑
の
竹
林
な
び
き
南
風
強
し
花
に
杭
う
ち
庇
ひ
て
を
り
ぬ

浜
田
美
代
子

濵
畑 

松
枝

松
元 

睦
子

岩
下 

ち
江

樫
平 

賴
子

米
尾 

和
子

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

嫁
と
な
り
現
地
で
暮
ら
す
人
を
見
る
逞
し
き
か
な
ヤ
マ
ト
ナ
デ
シ
コ

箏
の
音
に
詩
吟
の
声
が
聞
こ
え
て
る
若
き
日
習
っ
た
な
つ
か
し
の
曲

引
き
潮
に
流
れ
ゆ
く
小
川
の
花
い
か
だ
山
と
海
と
は
い
つ
か
ひ
と
つ
に

人
生
は
若
き
時
だ
よ
成
事
よ
年
も
な
る
な
れ
だ
何
も
出
来
な
い

ママ
に
す
ぐ
電
話
か
け
て
と
泣
き
叫
ぶ
園
門
前
は
今
年
も
春
だ

小
林 

　
貢

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田 

末
則

母
木 

良
平

船
笛
の
尾
を
ひ
く
島
の
四
月
か
な

菖
蒲
咲
く
介
護
士
の
手
の
柔
ら
か
や

譜
も
詩
も
零
れ
来
た
る
や
春
の
空

山
寺
に
通
じ
る
路
地
や
花
あ
や
め

雑
用
に
付
く
る
順
番
葱
坊
主

花
冷
え
や
隙
間
に
漏
る
る
父
の
愚
痴

淵
脇 

　
護

大
堂 

早
苗

白
男
川
孝
仁

関 

佳
代
美

二
階
堂
妙
子

山
嵜
加
代
子

薬
局
の
調
剤
遅
々
と
花
菖
蒲

岩
礁
に
釣
り
人
の
影
春
う
ら
ら

朝
陽
射
す
庭
に
菖
蒲
の
花
一
輪

花
冷
や
鳩
時
計
鳴
る
夜
は
ざ
ま

花
散
っ
て
花
冷
え
の
こ
る
風
車
丘

迫
口 

君
代

関 
喜
久
雄

大
堂 
正
弘

坂
口 

靜
子

二
階
堂
惠
子

ながしまぶんげい

明
神
俳
句
会

一
般
作
品

長
島
短
歌
会

長
島
の

歌
人
集
ま
る

広
場
あ
り

監修：福岡政行
国会議員の一日や収入と生活な
ど図や写真とともに解説します。

選挙と
国会議員というしごと

おふくさんの
てるてるぼうず
著：服部美法
「雨をやませろ」という鬼に、
おふくさんたちは「てるてる
ぼうずをつくりましょ」と提案。
さて、雨はやむのでしょうか。

う
た

ふ

ち
ち

く
わ

は
え

こ
と

よ
わ
い

く
ち
ば
し
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編 集 後 記

地域おこし協力隊
江副佑輔

　
指
宿
の
龍
宮
神
社
を
参
拝
。江
戸

文
字
の「
角
字
」で
書
か
れ
た
絵
馬
を

発
見
す
る
も
解
読
で
き
ず
。後
日
、

旧
字
体
の「
壽
」と
知
り
、昔
の
書
体

の
奥
深
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
数
年
ぶ
り
に
野
球
大
会
が
開
催
さ

れ
、出
場
し
ま
し
た
。個
人
成
績
は
代

打
出
場
の
三
振
。チ
ー
ム
は
サ
ヨ
ナ

ラ
負
け
で
も
ス
ポ
ー
ツ
は
や
っ
ぱ
り

楽
し
い
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

総務課秘書広報係
脇田圭祐

25 ｜ 広報ながしま

こ
と
ぶ
き

 「ハッピースマイル」は、
 個人情報保護のため掲載していません。

 ご了承ください。

 「うぶ声・お悔やみ・お礼」は、
 個人情報保護のため掲載していません。

 ご了承ください。



長島町役場 〒899-1498 鹿児島県出水郡長島町鷹巣1875番地1
TEL.0996-86-1111  /  FAX.0996-86-0950

指江支所 〒899-1395 鹿児島県出水郡長島町指江787番地
TEL.0996-88-5651  /  FAX.0996-88-5198

公式Instagram
@nagashimacho

公式LINE
@長島町

公式Facebook
@nagashimacho

https://www.town.nagashima.lg.jp/
info@town.nagashima.lg.jp

［発行］ 長島町役場 
［編集］ 総務課

　令和４年３月、長島町城川内の国
道389号沿いに「城川内ふれあい
パーク」という公園が完成しまし
た。ここは景色がよく、夕日がとて
もきれいに見える場所として整備
され、眼下には荒波に削られてで
きた岬が見えます。この公園には
いくつかの工夫があります。
　まず１つは、ハート形のモニュメ
ントです。これは、回転する仕組み
になっていて、ハートの中に夕日を
入れて写真を撮ることができます。
私は取材するまで動くことを知ら
なかったので、驚いたと同時に素
晴らしいアイデアに感動しました。
　２つ目は、日の入りカレンダーと
城川内集落の紹介コーナーです。日
の入りカレンダーには、季節ごとの

日の入り時刻と日が沈む方角が書
かれていて、訪れた人に分かりやす
いものになっています。城川内紹介
コーナーには、平成30年７月に開
催された「全国消防操法大会」で準
優勝した城川内分団や２年に１回
開催される「ながしま造形美術展」
に出展した作品、毎年８月８日にあ
る御八日踊りなどの写真と説明が
掲載されています。
　３つ目は、石張りです。大きさや
形の異なる石が道路下の法面に張
られていて、景観を大事にする長島
らしさが感じられます。
　自治公民館長の大堂充博さんは
「夕方はもちろん、昼間でも景色を
楽しめる場所なので、多くのかた
がたに訪れてもらいたい」と地元

のアピールと思いを語りました。
　地元の思いが詰まった「城川内
ふれあいパーク」は、フォトスポット
だけではなく休憩スペースとして
も利用でき、長島の魅力がたくさ
ん感じられる場所なので、ぜひ訪
れてみてはいかがですか。

新たな観光スポット「城川内ふれあいパーク」

東シナ海に映るきれいな夕日が見れます

役場ホームページから今号までの
『広報ながしま』を閲覧できます☞

「城川内ふれあいパーク」について
話を聞く二階堂さん



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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２７ ２９ ３０

３１

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○来仙医院 84-2005
○東医院 67-1861
○太田歯科クリニック 84-4700
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-1016
□スマイル薬局 84-2430
◇出水総合医療センター67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○内山病院 73-1551
○つかさとクリニック 67-5560
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○福原歯科医院 63-2501
□本町薬局 73-3233
□ いまがま調剤薬局 65-7550
□クレイン調剤薬局 63-4300
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月検診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○鶴見医院 73-0553
○高尾野診療所 82-0017
○楠元内科医院 62-8600
○白男川歯科医院 63-0009
□長島調剤薬局 64-5555
□ 会営薬局阿久根店 72-5060
□高尾野会営薬局 64-2110
□ポポロ薬局 63-4630
◇二出水総合医療センター 67-1611

海の日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○長島クリニック88-6405
○いまむらクリニック 73-1700
○友愛クリニック 64-2101
○市川医院 63-3151
○よしだ歯科クリニック79-3443
□さすえ薬局 88-6011
□市民調剤薬局 68-0150

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定健診・胃がん検診等
（諸浦コミュニティセンター）

◎特定健診・胃がん検診等
（獅子島アイランドセンター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診・胃がん検診等
　　　　（旧幣串幼稚園）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○ しみずこども医院 68-0633

◎特定健診・胃がん検診等
（御所ノ浦高齢者コミュニティセンター）

○平尾診療所 88-2595
○門松医院 64-6100
○クリニック．なかむら 62-0241
◇出水総合医療センター67-1611

祝日には、国旗を掲げましょう！
●７月 18日は海の日です。
　海の日は「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」こと
を趣旨としています。


